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I 研究の立場

l1 研究の歩み

本校英会話部では，平成 5年度から小学校におけ

る外国語教育に取り組み始め 小中一貫教育研究に

おいて小学校なりの「実践的コミュニケーション能

力」 を設定した。これは， 聞く・話す・読む・書く

能力(四技能)とコミュニケーション能力を互いに

関連させ実際のコミュニケーションを目的として英

語を運用できる能力である D この実践的 コミュニ 1 11コミュニケーション

ケーション能力を発揮する授業を構築するために， I U への積極性

「コミュニケーションへの積極性Ji実践的コミュニ 【図 1 実践的コミュニケーション能力を発揮する授業】

ケーショ ン能力の基礎 (四技能と コミュニケーション能力)J， i言語や文化への知識 ・

理解」という構成要素を相互に補完し合いながら高めることを重視してきた。

そして，平成16年度から 「生きた コミュニケーションを楽しむ英会話授業の創造」を

主テーマとし， 表 1のような研究を進めてきた。「生きたコミュニケーションJとは，

英語を使ってコミュニケーションを行う際，場面や自他の立場を意識し思いをよりよく

伝え理解し合おうとすることである。そのことにより積極性が高まり両者がより充実感

を味わえることにつながる。 【表 1I生きたコミュニケーションを楽しむ英会話授業の創造J継続研究】
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文法的能力 J[ 

VOL 

( H 16) 

サ3長丙さ [ 明らかになったこと

「生きたコミ |生きたコミュ二ケーションを楽しむ授業の構成要素

ユ二ケーショ |子どもの発達や意欲に沿った聞く・話す・読む・書く活動の目標

ン」の明確化 Ii①コミュ二ケーションへの積極性 ! 
i②実践的コミュ二ケーション能力 (四技能とコミュ二ケーション能力)!
!③言語や文化への知識 ・理解

聞く ・話す・読む-書く活動を位置付けた学習内容・学習方法

E 

( H 17) 

E 

( H 18) 

N 

( H19) 

方略的能力を |方略的能力を高める学習内容の構成要素

高める学習内 1①言語の使用場面 ②言語の機能 ③言語活動 ④言語材料

容の設~四技能と方略的能力とのつながりをもった学習内容
一一 方略的能力を発揮させる活動として有効なもの

①ごっこ活動 ②作る活動 ③文字を書く活動 ④プレゼンテーション

社会言語的能|子どもの発達段階毎に見る社会言語的能力発揮の様相

力を発揮する |①目的意識 :コミュ二ケーションを図る目的 〔低学年から ]

子どもの姿の|②相手意識:相手との人間関係 (性別年齢立場等)[中学年から]
日 白 |③場面意識 :状況，場所など [高学年から]
邑ヌ人と l 

英語活動lこ必I/ J¥学校なりの 「言語の使用場面」の明確化

要な 「言語の|単元別に見る言語材料を明確にした学習内容の設定

使用場面」の|臨場感と必要感を重視した指導方法の具体化
|①臨場感を高める場の設定

明確化 | 
|②目的 ・相手意識や場面理解を問う教師の発問

③コミュ二ケーショ ンのよさを実感させる自己評価力一ド作成

「
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英一2

これまでの研究で， 小学校期におけるコミュニケーション能力を「方略的能力Jと

「社会言語的能力Jと捉えた。そして，この二つの能力を子どもの発達段階に応じて表

2のように位置付け，授業の中で発揮させる活動を展開してきた。

【表 2 発達段階別に見るコミュニケーション能力一覧】

小学校期におけるコミュニケーション能力 第 1. 2学年 第 3・ 4学年 第 5・ 6学年

方略的能力 (strategiccompetence) 協力ス卜フ

コミュニケーションの過程で生じる様々 アンー 推測ス卜ラ

な問題を切り抜け コミュニケーションを アンー 言い換えス
トー

うまく進めていくことができる能力 卜ラテジー

社会言語的能力 (sociolinguisticcompetence) (目的意識 )

人間関係や発話の状況に応じ，適切な表 相手意識j

現を選択して表現できる能力 (場面意識 同

[2 本年度の研究の方向

これまでの研究及び授業実践から 次のょっな課題解決が必要であることが分かつた。

O 英語に よるコミュニケーションへの積極性を高める授業を行っていくために，有効な

指導方法をより充実させていく必要がある O

O 小学校なりの「言語の使用場面jを踏まえ，子どもの発達段階や英語経験年数を考慮

し全学年における単元配列を見直す必要がある O

また，小学校学習指導要領案 (H20.2. 15)戸 ー

の中では「コ ミュニケーション能力の素地J
を養うことが求められている O そこで，本

年度は，コミュニケーションへの積極性の

向上を目指し， rコミュニケーション能力」

に焦点を当て，子どもの発達段階や英語経

験年数に応じた授業の在り方を探っていく

ことにする O なぜなら，実際のコミュニ

ケーション場面において必要な英語を運用

する力を育成するために，子どもの実態に

応じて楽しく展開する授業の在り方を考え

ることで，図 2のような生きたコミュニ

ケーションを楽しむ子どもの姿につながる

と考えたからである O

【図 2 生きたコミュニケーションを楽しむ子どもの姿】
これは，小学生が体験する FLEX(Foreign

Language Experience/Exploration :外国語体験活動)の具体化にも通ずるのである O

以上のことを踏まえ これまでの研究内容の具体化を図ることで 「生きたコミュニ

ケーションを楽しむ英会話授業の創造Jという 5年間の研究のまとめ としたい。

そこで，本年度は以下のようなテーマを設定し，子どもたちがコミュニケーション能

力を確かに培う授業づくりに向けて，これまで明 らかに してきた研究内容を授業にどう

生かしていくか具体的に考えていきたい。

生きたコミュニケーションを楽しむ英会話授業の創造V

~ コミュニケーション能力を培う英会話授業の具体化 ~ 
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E 本年度の研究内容

[1 コミュ二ケーション能力を培う英会話授業とは

本校の英会話授業では 「楽しみながら英会話を行うことJと「積極的に英語を使お

うとする子どもを育成すること」を重視 している O 子どもたちは英語を記憶するのでは

なく，たくさん聞き まねしながらでも発話してみることによ って，自然に英語独特の

リズムや音に慣れ，場面に応じた適切な英語の運用の仕方を身に付けようとする O そし

て，楽しい活動の中で十分に慣れ親しんだ英語で自分の思いが伝えられた喜びを味わい，

コミュニケーションを図ることができたことへの充実感を味わうのである O

しかし，小学生の発達段階を考えると，コミュニケーションを図る際に，十分な英語

を獲得していなかったり 相手の立場や状況を常に適切に判断することが難しかったり

して，コミュニケーションを継続することが困難な場合も多くある O そこで，そのよう

な状況を切り抜けるために 方略的能力や社会言語的能力を発揮させることが必要にな

るのである O

つまり， rコミュニケーション能力を培う英会話授業jとは，子どもの発達段階と英

語経験年数を十分に配慮して 方略的能力や社会言語的能力を発揮させる授業である。

~ コミュ二ケーション能力を培う英会話授業創造の基本的な考え方 ) 

(1) 子どもの発達段階及び英語経験年数に応じた単元設定

単元設定は小学校における 「言語の使用場

面」を踏まえ自分を取り巻く環境が広がるよ

うに構成することが大切である o (図3参照)

そこでは表3のように同じ単元でも発達段階

に応じて，また同じ学年でも英語経験年数に

よって，コミュニケーションの在り方を考え

る必要がある。 なぜなら子どもがその場面に

必要な言語材料を繰り返し用いたり増やした 【図 3 小学校における「言語の使用場面J】

りしていく中で，求められるコミュニケーション能力を発揮する様相も変容していく

からである O

学年

配慮事項

【表 3 発達段階別にみる同単元授業の様子】

第 1学年 (経験年数 1年目 ) I第 2学年 |第3学年 |第4学年 | 第5学年 第6学年

楽しさ 会話表現への深まり 生活への転移 -発展

単元例 |おみせやさん (1年) 買い物ゲームをしよう ( 4年 I ~卜国で買い物をしよう ( 6年 )

目

Anything else. これらのい 11'm just looking. 
Please come a!!ain.1英語も使日ノIHo~ about this -one? 

D lいつつ I V I 

相手に分かりやすく自分の意志 | 買い物でよく見ら杓る状況を自
を伝えるように考えて発話してい |分たちで設定して話している。

使用する !
言語材料 I!!e日 you町 e.
19リ IHowmuch? 
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(2) 四技能の関連性の明確化

コミュニケ ーション能力を培うためには，実 l担

践的コミュニケ ーションの基礎である四技能を |蛍 11補完
|情

高めていく必要がある O そこで四技能の関係性 |報

を図 4のように設定した。小学校においては， I貧
音声(聞く・話す)を中心に授業を行う上で，十|ゑ

分なインプツトを経てアウトプットすることが|毒 11補完

求められる。その音声を読む・書く活動は補完し，

さらに見る活動が四技能を補完する立場にある。|出

英一4

小学校 6ヶ年で学習する際 1・2年では音声 【図4 小学校外国語活動における四技能の関わり方】

で英語に十分慣れ親しませ，3年から読む活動 4年から書 く活動を位置付けると，子

どもの知的好奇心も高まり ，コミュニケーションへの積極性も見られる O

それ故，発話の対象を絵や写真，文字などで見せる際，それらの組み合わせを子ども

の発達段階や英語経験年数に応じて適切に提示し変えていくことも必要である。

(3) 臨場感と必要感を味わ う学習活動の明確化 圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃

コミュニケーション能力を培うには，コミュニ

ケーションを図る実生活において，臨場感(どの

ような場面なのか。)と必要感(そこではどのよ

うな英語が必要なのか。)を子どもたちに味わわ

せることが必要である。 そのためには，授業でスキ

ットを第 1学年から行うことが効果的である。

スキ ット1では写真 1のように，本時の場面を

想起させる拡大絵や実物 ・具体物を示すことで 写真1 rくだものだいすき (1年)Jにおける環境設定]

子どもたちの学習意欲を高めるとともに必要な英語を焦点化することができる O スキッ

ト2では，本時の学習内容に応じてコミュニケーション能力を発揮させるために，コミ

ュニケーションギャップを表す。 具体的には， r方略的能力」を発揮させる場合，スキ

ットlと同じシチュエーションの中で，新たに用いる言語材料が分からない時にどのよ

うな方法でALTに尋ねるか考えさせる o r社会言語的能力」を発揮させる際は， HRT

が相手との立場に配慮不足な面を示し，それ故ALTが困ったり怒ったりする場面を演

じ，その理由や改善策を子どもたちに話し合わせる O このスキット1・2の関連付けを

発達段階や英語経験年数に応じて適切に 【表4 活動 1と活動 2の関わり方】

組み込むことが必要である O また，必要感

のある英語に より慣れ親しませるために，

プラクティスやリズムチャンツにおいて

体を動かしながら取り組むことも効果的

である D さらに，表 4のように，活動 1

(ゲーム①) で扱った英語に別の英語を付

加して活動 2 (ゲーム②)を行ったり活動

2のスキ ットづくりを見越して活動 lの

ゲームのルールを決めたりすることも臨

場感 ・必要感を味わう上で大切であると考える。

パターン1
(主に低学
年や経験年
数1年目)

パターン2

(主に中・高
学年や繍食
年数2年目
以降)

-138-

活動1 ヰコ 活動2

ゲーム活動① ゲーム活動②
(例)Hot potato gal1官 (働 Magicword ga円程

本時で必要な英語の 新たな英語を加えた
単E詑使った遊び 遊ぴ

E凶e，σ刊 e，banana'" I g口l:W川tfY~同a副山1'，ぬ削，旨s 廿th
C2:lrsan apple 

ゲーム活動 スキットづくり
(伊IJ)Cardget game (例)おみせやさんごっこ
カー+ーを媒介にして互いの意 Cl :May I help卯 u?

志をイ云え合う遊び C2:Tj>帥。plea担

C1:Ap同e，帥畠e C1 :Here you are 

c2: Here you are 
C2:Thank you 

C1:Howl'T'lJd刊

C1:Thank you C2:1日dollars，please 



英会話授業
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一単位時間における基本的な授業の流れの設定

先に述べた 考 え方 を 踏 ま え た 上 で， コミュニケーション能力を培うために，

の一単位時間における基本的な流れを表 5の よ う に 設 定 し た。

【表 5 一単位時間における基本的な授業の流れ】

過程| 四技能 | 主な学習活動とねらい・意義 | 方略的能力 |草苦言語的

l 話す汁ーヘ聞く 11 Greeting (始まりのあいさつ 畑中高

(相団連) I ・ 授業の開始を英語で行うことで，本時の学習 Ii 

L_ _ _ __ =_三りー意欲{土l土主J図~-"-一一一ー ー…一一一一一一一一一一一 J-------------.--------------1--.L---l---
聞く(見る 12Sk比 1 (スキット1) 絵や表情.ジェト甘-E

本時の学習場面における臨場感と必要感を味|スチャーから推測ト旦官長
| 川 相手

ttせる。 一一一一 一ー一一 一一一一一一一一一JJ，τ LJ~長
一一聞て(昆ーが 一一一一一13" めあての確認 | 絵や写真具体~

① どんな場面か。 1 物等から推測して|目 的

一一一②一一ど一台立英語が必要か確認させるJー(責主主りみ:。
聞く(見る 14 Challenge (AL Tと挑戦)

コミュニケーションへの意欲付けを図ると共
に，現段階で自分たちに不足している英語に気
付かせる。

ー

意
欲
を
も
っ

聞く
(見る)

話す
(発音を
まねる)っ

か
む

8 Skit 2 (スキット2)
※ 方略的能力を発揮させる場合と社会雷語的能

カを発揮させる場合がある。

聞く(見る)
挑
戦
す
る
・
広
げ
。

Q
u
 

q
J
 

1
よ

発話も動作も
まねて

絵や写真，具体
物，ジェスチヤ一

重圭旦主
5 Practice(本時で取り扱う言語材料の発話に挑戦) 1 発話も動作も

ネイティブな発音を聞き，口の形，舌の位置な |まねて
どALTのまねをしながら発話させる。この過程 | 絵や写真，具体
で，日本語では区別しにくい“1"と“y"の音の違 |物，ジェスチャー

いや複数形の“どなど文法的要素にふれることで， 1等を見て I : : 

一一一一一一一一一一 _ _T とありー発責主そちょラトぷ~2~t;;ì近付吐益。 - - ---- J--- ------------- -- ---------- J -- .L -- -l 一一
話す〈二〉聞く 16 Rhythm chants (リズムチャンツ 発話も動作も
(まねる)(見る)I • 音や曲などに合わせて体を使ってネイティブな|まねて

発音を真似ていくうちに，発話のアクセントや英 | ジ工スチヤーだ
語独特のリズムにも自然と慣れ親しませ，必要感 |けを見て

"- 一一りあ益英語虫発話を自然l主導三三とが主主一る-Q------J.--------------------------J--ーし し
話す・書くバ _ 1 7 Activity 1 (活動1) 発話も動作も 世古
(まねる)う.7 I ・ 楽しみながら必要感のある英語に十分に慣れ親 |まねて 円行吉::;;>J'Cl./V/-'&..I-I ..-JA..J.3'<.，';c:..i'¥:v/tJf..，l .cv./.......IJW1........ I ./J I'--I...R"IV/I/'ul "'__ .+....1 相手

聞く | しませる。 I ジェスチャーだ川具丁
けを見て
スキット1と比較財吋h

して I -!Tn'雪
I I相手

絵や写真.具体iト旦長 l

物等を用いて 叩 l

(伊Ij)方略的能力を発揮させる場合 H:HRT A:AL T C:児童 | ジェスチャーで
A:What animal do vou like? て| 分からない時U!

白熊」の英語ヵ私からない。みんなならスネラー先生 (AL T)にどうやっ I .--1. ".Iftl1'~~~.~ :.:.=! 
「白熊J を英語で何というか尋ねますか? ※この発聞は日本戸で行う 。)~ ， -~ 1は，母語や外来語

C1:白話の絵を描いて尋ねる。C2:白熊のジヱスチヤーをして尋るる。 Iiこ言い換えて |い
C3:“white"や“bear"など知っている英語で言い換える。C4:日本語で「白熊j I --------- I i i 

話す・書〈パ 1 9 Activity 2 (活動2) 絵や写真具体トォτ
(尋ねる)ry聞く | ・本時で学び得たことを生かして自己表現をさせ|物等を用いて 日胃当

る。場面に応じて自分に必要な英語を発話するためlジェスチャーで川再三
に，自ら積極的にA L Tに関わるよ うにさせる。 1 母語や外来語 場面|

※ 各自のコミュニケーション能力が発揮。 Iに言い換えて
10 Presen凶 ion(発表)・まとめ | 甘市

活動2でつくったスキット等の発表を行い，同IF;言I I中目手
じ場面でも友達はどんな言語材料を増やしどのよト且骨

I i I場面|
一一一一 うな竺主 主要与ーク?でで立胃/を一図ー?ーたーが比較させる~ ø___j_________________ _ __________l_J___ '咽

話す汁~聞く 1 11 Reflection (学習の振り返り)
~ ・ 学習内容や発達段階に応じて，質問や感想交流，

自己評価カード等の評価方法を選択させる。
子どもに学習の成就感 ・満足感を味わわせる。
観点は 「コ ミュニケーションへの積極性Ji言語や

4一一一一一玄i七三り知識 7 理智L~方略的能力二社会;言語的種主」
話すC二〉聞く 112 Ending{終わりのあいさつ)

、 ~ ・ 英語で行い，次時の学習への意欲付けを図る。

振り返って

聞く(見る)

振
り
返
る
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(4 一単位時間における教師の役割の明確化

コミュニケーション能力を培う上では， H R TとALTがそれぞれの特性を発揮しなが

らティームティーチングを行うことが効果的である。 HRTは，学級の実態をよく把握し

ており，子どもたちと ALTとのコミュニケーションを支援することができる O また英語

を積極的に使うモデルとなることで，子どもたちの英語に対する不安を取り除くこともで

きる。 そこで，表 6の よう に，一単 位時間における HRTの働きかけや取り扱う

Classroom Englishを明確にした。このことによって， ALTとの役割が分担され，教師同

士のコミュニケーションも効果的に図れるよう にな った。 ]TEによる授業を行う場合は，

学習状況に応じて HRTとA L Tの両方の立場で，英語と 日本語を使い分けながら子ども

と関わることが効果的である O 【表 6 ー単位時間における教師の役割】

HRTの働きかけとClassroomEnglish ALTの働きかけ

Stand up， please. Stand straight. Let's begin our English class. 1 Good morning (a氏ernoon)

あ1Ok. Sit down， please. r=;年生からはToday'smaster 11 everyone 
い11t's question time! Listen carefully. 同号令をかける。 11 How are you， tοday? 
さ10 発表者lこは“J'mfine."ではなく自分の体調を詳しく表現するよう促す。11'm fine， too. Thank you 
つ10 全員に「聞くこと』の大切さを語る。 10個人的に指名して対話する。

lQ 苧号表者ーと全 LTーとD全話血容t~?~_~:-.c一一全体I~事台豆Q-一一一一一一一一1Q捧台怠話題を貫閉するi
芸1Please watch and listen. Listen carefully. 10役割演技
戸10 臨構感を高めるために拡大絵や具体物等あらかじめ掲示しておく。

.1__ 1Qーす三竺穿j直接~~t安弘一一一一一一一一一一一一一一.--- --- -----ーーー一一一一一一+一一一一一一一一一一一ー
を10 スキット1終了後の発問(日本語で)r今日はどんな場面かな?J

長|切場面ではどんな言葉が大切かな?日本語でも英語でもいいよ。」
|※ 臨場感と必要感を高めさせて今日の授業の意欲付けを図る。

銚 1Who wants to try? Any volunteers ? ①相手をする。②補助
戦|① 1人対ALT ② 子ども同士 ※ 補助
習塞1Let's practice. 0 AL TO)発話の補説を日本語で行う。 1Please watch my mouth， 

読しjj~J)複数彰り ζ 唇?歯1孟り型空一一等一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一jlisten and repeat 
チ 1Let's do rhythm chants. What number do you likeワ 10本時の言語材料をネイティブ
: 10 番号希望者を指名する。O リズムボックスをセットする。 1な発音で示す。
ツ 10 拍を素早く察知し，タンプリンで拍を取りながら机間指導を行う。 10発話のモデルとなる。

語劃訂I ~必e山10 ル一ルの説明の補説を日本語で行つたり，シミユレ一シヨンを行つたり川|ン，道具の受け渡し等を英語で
1! する。 1行う。 ※一人一人と関わる。

Please watch and listen. Listen carefully. 1 0新しく出てきた英語の発音を
① 方略的能力 !子どもたちに教える。

ス1 0 スキットを行い，新たな言語材料を話題にして.英語が分からない
キ[ と戸惑う演技を行う。rooって英語で何というか先生にどんな方法で
ツ| 尋ねればいいかな?J 10状況に応じて.喜怒哀楽を表
卜|②社会雷語的能力 |現する。
ζ1 0 目的・相手・場面いずれかの意績が欠けたスキットを行い.ALTの

d一一一一変ー容の理由を'_.おき空る。fなt!.先生は.困ったのか怠'?J一一一一一一一一一一
議 I Le~S叩O |Oルール説明やシミユレーシヨ

1 0 これまで学んだことが生かせる活動を設定する。 1ン，道具の受け渡し等を英語で
21 

1 |行う。※一人一人と関わる。
発1Who wants to try? 1 0英語を使って子どもたちを称

表L Q :活動功~^杢Yトブζりー筈- -旦己表現. 0)場一舎，，一発一表主堂一る.q.一一一一一一一一一一一一一一一L賛する3一一
り特1What did you like today ? r今日の学習は楽しかったか。Jr今日学ん10HRTから子どもの意図や内

返Iだ英語や話せるようになった英語について一人で発表できる人!Jなど |容を聞き英語で称賛する。
R |Stand up，please Stand straight 
~ I That's all for today's class 

-140一

3年生からはTod剖::-11Good job. Good bye 
masterが号令をかけ~ ， 1 
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E 授業プラン例
1 位置とね らい

16年 10'11月 《ごっこ))I 外国で買い物をしよう

(5年レストランゲーム]

レストランでの会話を想定

し， ALTやHRT，友達とス

キットをつくることができる。

外国で買い物をしてしも場面を想定し，自分たちで必

要なものを準備して，庖を開いたり，買い物をしたりするス

キットをつくることができる。

道具やポスターに書きこむ文字にふれるために， ALT 

やHRTに自分なりの方法で尋ねることができる。

言語材料イ三三三ゴ 子どもの思い・頃二二=二〉
言語材料，子ど もの思い

2 授業計画(6時間) (方)方略的能力， (社)社会言語的能力
過程 | 主 な 学習活動

意

I 買い扇百場面を考えよう 。

1 外国で買い物をするス キ ッ ト1を見る。

[ 外国での買い物の場面だな。 ] 

-…買い朔lζ必夏主菜請が震わおこと:乙…-J
2 ALTとスキット 1に挑戦する。
3 買い物に必要な表現につ いて ALTと

発話する。
4 ジェスチャーリズムチャ ンツをする。
5 フリーズゲームをする。
6 グルー プ に分かれて， 自分たち が開く

庖について話し合う 。

A : May 1 help YOlJワ
B : Jacket， please 

A : Here you are 

B : Oh it's too bigl 

Smaller please 

A : Here you are. 

B : Thank you 

How muchつ

A : 20 dollars. 

B : Here you are 

[子どもが書いた英語例]

o Book store 

odog 強炉¥
obanana も司、Y.#
・hat 、v

(6年とっさのひとこと]

これまで学習した表

現を使ってALTやH

RT，友達とスキットを

つくることができる。

H: r先生はおつりくださいとしウ英語が分かりません。どうすれ

ばいし、かなワJ

例①:rおつりください。」と，なんとか円本語で伝えてみる。

例②:阿手で，おつりをもらおうとするジェスチャーをする。

例③:知っている英語の表現(rMoney，please.J等)を使つ

てみる。

【学んだ表現例】

羽市atsize? 羽Thatcolor? Just looking目

Do you have.....? How much for all? 

Cheaper please. 

nr-U

氾
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・

J

れ
ν

・

刃

汲

ち

1

:
1
・

4
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ゆ
4~m
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叶
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江

釦

m
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p
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町
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此
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a
i
e
o
o
h
o

e
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M

C
H

H
2

C
1
H
T
 

A
B
A
B
A
B
A
B
A
 

1 買い物のスキット 2を見る。
2 自分なりに言いたい表現を考 え，A L  
Tや HRT，友達に尋ね る。 (方)

3 ALTや HRT，友達に教えても らっIlA・Oh，changeplease 

た表現を発表する。 I様々な方略を子どもたちから聞き出し， HRTがALT'こ尋ねます。

欲
を
も

つ

E 道具を作ろう 。 (2時間)

¥
I
l
l
I
l
l
i
-
-
ノ

スU

ン

作

イ
を

コ

具道

ド

束

な
板

一

札

要
看
カ

シ
(

必
の
物
ラ
金

に
庖
品
チ
お

庖
f
i
ll
-
-
l
l
lt
L
 

1i
 

E 買い物ゲームをしよ う。

挑
戦
す
る

・
広
げ
る

、守ミごT

!・この前，ジエスチヤーで伝えたよ。

lJ!???三f!と~:t.J-~' ~ ~ -tt t::.~ イi 十ったよ 。(方 )

1 庖グルー プ とお客グループに分かれて，

買い物ゲームをする。 (方) (社)

振
り
返

る

1 前時と グノレープを入れ替わり，買い物

ゲームの続きをする。 (方) (社)
2 でき た こと，学ん

だことを発表する。

F 
ーよ4
 

1ょ
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[単元の特性]

I 買い物ゲームは本校では1年生から行っている。この学年では6年間の集大成として，これまで学んだ表

t現を使って自分たちで庖の準備をし，庖員や客の立場としてコミュニケーションが図ることができる。

言書く 5舌重力をラ耳叉り A 才、てご

O 道具作り の際 に，庖のポス ターや品物カードに文字を書く活動も取り入れてみま しょう 。 小
学生和英辞典を活用したり，外国のチラシ等をまねしたりと子どもたちは意欲的に取り組みま
す。 分 からないときは 100先生 (AL T) に聞いてみてご らん。」 と進めること もHRTの
大切な役割です。

で買い物 をす る とい う臨
場感を表すために，教室の前面に洋
服や帽子の実物や他の品物の絵を掲
示する。

O ネイティブな発音に気付かせるた
めに， A L Tの口形や発音の仕方 に
注目させ，発話させる。

01< 買い物 に必要な表現に慣れ親し ま
せるために，体を動か しながら 発話
するフリーズゲームをする。

O 自分たち で作る庖について は，品
物の種類が多く，英語で表現 しやす
いものが あ る庖に着目させた方が活

『フリーズゲーム』のノレール

1 ALTが賀い物に必要な

表現を発話する。

2子どもたちは，ALTの表

現をまねしながら歩く。

3 ALTがfFreeze! Jと言

ったら動かない。

4 YVJいたら一回休みとなる。

の文字に慣れ親し ませる
に，外国の本物 の コインや チラシを
提示する。

O 英語の文字に楽しみ ながら親 しま
せるために，絵と文字の かかれた品
物カードを用意させる。

O 分 か らない文字を調べら れ るよ う
るために，和英辞典や図鑑等を用
していく 。 (子ど もにあ らかじめ

い物に必要な英語が分か らない
とき に， 自分なりの方法で ALTや
HRT，友達に尋ねさせるために，
スキットで具体的な手立てを示すよ
うにする。

全部売れるようにうながすと意欲が高まります。

O 子ども たち の発話の意欲を高めさ
せる た めに，自分なりの方法でコ ミ
ュニケーションを継続している子 ど
もを認め，価値付け るよう にす る。

O コミュニケー シ ョンをより円滑に
行わせるために，相手や目的を意識
させるスキ ッ トを取り入れる ように
する。

|お客が怒って帰った理由に気付かせるためのスキット | 
例 1 わざとぶつきらぼうな表情をして対応する。
例 2 品物を粗末にして渡す。
例 3 . .お客を怒らせるような言葉を投げかける。

O 活動が できた喜びや 自ら表現で
た成就感を味わわせ るために，発表
の場を設定し， 各 自の感想を称賛し，
次の学習に生かすよ うにする。

<評価の観点 >

コミュニケーションへの積優性

買い物に関する言語や文化への知識・理解
方略的能力・社会言語的能力と四技能

。
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一
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が
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に
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グ
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買
時
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お

一

〉

，-

レ

U

L

U
1

2

3

4

 

品物カード

-142-

この単元では，具体物が大
切です。より本物に近い具体
物があることによって， 子とやもた

ちの活動も意欲的になりますロ

できるだけ具体物を揃えてお
くとよいでしょう。

< ↑お金や レジスター>

友達と協力して楽しく活動

できた充実感をより味わわせ

るために，作成したものをき

ちんと保管して返してあげた

り，グ、/レーフ。の写真を織って

あげたりするとよいでしょう。
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だいすきどうぶつ，
位置とねらい

6月 《ゲーム》

1 

』

[1年さんびきのこぶた]

絵本「さんびきのこぶた」

に出てきた動物を使ってゲ

ームをしたり，劇をしたりす

るととができる。

-動物の名前を使ってALTやHRT，友達と楽しく遊ぶことが

できる。

-動物の動きをジェスチャーで表したり，鳴き声をまねたりし

て，動物に関する英語を聞いたり話したりすることができる。

[1年くだもの，だいすき]

果物の栄一語を使ってALT

やHRT，友達と楽しく遊ぶこ

とができる。

言語材料 イ一一一一寸子どもの思い ー〈二二二二〉
ラ語材料，子どもの思い

【Skit1】

ALet's go to the zoo! 

H:O目K.羽市at'sthisつ

AIt's an elephant. 
H川市at'sthis? ~宣言
AIt's a lion. 

L 動物役名前室 i尋担_~_Z-_:寺___z_J~____Lを;息ゑ J
i- 動物園で話をする場面だな。 !

と…息子ーさ主動目物査閲-~~誼乏使2て主主
2 動物の名前について話し合う。(社)
3 ジェスチャーリズムチャンツをする。
4 マジックボックスを使ってクイズをす

るo

5 アニマルバスケットをする。

計画(4時|同

主 な学

動物の名前を話そう nI 
意
欲
を
も
っ

日五日]
(カ ー ドゲットゲームのやり方を示しながら)

A : What's this? 
H : HRTI1， rキり J の英語~\分からないので，ジ以内 ーや削~ F~使っ て，

A L T I~専ねるよ j にする。以下の倒で示す。
① 「首が長い。 Jことを表すジェスチ

ャーを示す。
② 知っている英語を使う。例 :yellow 
③ 絵カードを示す。

A: Oh，“a giraffe!" 

動物の動きをしよう n

1 動物の名前を尋ねるスキット 1を見る。

2 歌を歌う 。(I Old MacDonald had a FarmJ ) 
3 アニマノレジャンケンをする。
4 新しい表現を獲得するためのスキット

2室見，_9___，，- 一一一一

{三 圭ル:と1__ :'..2裏話ーが知~~n~I~~~l~一仁了
5 カードゲットゲームをする。 (方)

E 

分からない動物の英語を獲得するために。

官

-
-
FL

司
潟
オ

鯛

l

b
A
F
拍
岨

宇
h

，司

t
m
川
一

ω
Y

刑
判

の

d

c

山
ぺ

物
し
曲
川

UA

∞

動

引

W
K
パ川

m

k

d

k

k
ツ

O

E
R
w
w
w
m
'm 

A1 say 
“Baa-baa." 

Who am 1? 

H:Sheep. 

AThat's right. 

動物の鳴き声をまねし よう n国

1 

イコ

カミ

む

挑
戦
す
る

・
広
げ
る

日本ではアヒルは「ガーガー」て言うけど，外国で

はrquack quackJって言うんだね。おもしろい。

A"なlat'sthis? 

C:A lion. 

A"弓lat'sthis? 

C:A dog. 

AWhat's this? 

C:A cat目

1 フラッシュカードでこれまで出てきた
動物の名前を発話する。

2 アニマルジャンケンをする。(方) (社)
3 これまでで楽しかったゲーム をする。
4 言えるようになった英語や楽しかった

ことを発表して，学習を振り返る。

動物の英語を使って遊ぼう 。W 

振
り
返
る

η

、u
A
せ

1
i
 

[この単元で主に扱ったゲーム活動]

・フリーズゲーム ・カート、ゲ‘ットゲーム・アニマルバス

ケット ・鳴き声クイズ ・アニマノレジャンケン
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{単元の特性]

子どもたちは動物に日常慣れ親しんでいる。それ故，動きや鳴き声など子と守もたちにとって模倣しやすいものが多く，英語を積極的

に話し，親しむ態度を育成したり， ALTやHRT，友達と積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成したりするのに適している。

表主言吾『二自穿長 f二牽見しまt!-るアニゲ::>r二

O 果物の時と違って特に動物を使っ てゲー ムをするときに有効なのは，ジェスチャ ー が
できるということです。 そ こで ジェスチャ ー じゃんけん」や 「フリ ー ズゲーム」でジ
エスチャ ー しながら英語を発話させることで，子どもたちも楽しんで動物の英語にふれ
ていきます。

O また，マジックボックス(段ボーノレ等にぬいぐるみを入れる。)を使って，触っている
動 物を， ジェスチャ ー で ヒントを 出すようにノレールを工夫するとよいでしょう 。

の名前を表す英語に注目
せ ，動物を英語で発話することへ
の興味をもたせるために，動物園
の拡大絵や動物の写真を貼り付け
て臨場感を出すようにする。

O 動物の名前を表す英語に慣れ親
しみやすくするために身近な動物
を扱うようにする 。 また，知って
いるようで知らない動物の英語 (仰
げ，コ77，峨等)も取り 上げ，知的好奇

イ

せるために ALTの口形や発音を
まねさせる。

O 動物の鳴き声を表す英語により
多くふれながら ，それらを聞いた
り，話したりすることができるよ
うにするために ，視聴覚機器を使
ったクイズを取入れたり
IOld MacDonald had a farrn J 
を歌わせたりする。

音楽に合わせて， ALTと

動きを付けながら，楽しく

発話する。象なら腕で鼻

のまねをしてiElephant!J

h刊却KU二;

-動物カ ー ド
[ノレーノレ]
1 一人 2"-'3枚ずつカ ード を持 たせる。
2 子ども同士ジャンケンをさせる。
3 勝った方が相 手のカ ー ドの名前を言えた

らカードをもらえる。
※ 勝った子どもで動物の名前が言えなくてもジ

ェスチャーや特徴を言えれば渡すようにする。
カードがなくなったら ICard， please.Jと

し、

( 5種類程度用意)

4 

O 子どもが意欲的にジェスチャー
や発話をしていくように， 体全身
を使って動きをしている子どもや
積極的に発話をしている子どもを
称賛していくようにする。

O 活動ができた喜びや自ら表現で
きた成就感を味わわせるために ，
発表の場を設定し，各 自の感想、を
称賛し，次の学習に生かすように
する。

コミュニケーションへの積極性

動物に関する言語や文化への知識・理解

語的能力と四技能

1 ALTがし、くつかの
きを示す。 (右写真参照)

2 示された動物の動きを練習する。
3 ALTが IOne， two， three. Jとカワ

ントし， IThree.Jで示された動きの
中から好きな動きをする。

4 ALTと同 じ動きだったら，
場に座る。 (Lose!) 

5 最後までA LTと違う動きをして
し、

その

A
q
 

Aq
 

1
よ

:Old MacDonald Had: 
， a Farm (歌詞の一部)， 
; Old MacDonald had a i 
~ farm ， E・I-E・I・O.
，A.nd on this farm he had， 
: some chicks， E-I-E-I-O. 
i i With a "chick chick" here i 
: and a "chick chick" theI巴，i
i Here a "chick" th巴I巴 al
: "chickヘeveryWIlerea1

iy'chIル chick"・・・ ; 

子どもに親しみがあり，分かりゃすいポーズがいいでしょう。
今回は「サノレJrうさぎJrライオン」を取り入れてみました。



実践的コ ミュニケーション

英一11

実践的コミュニケーション能力一覧表の再構成

5年間の研究の成果を付加 し，附属中と連携を図った上で，

能力一覧表を以下のように再構成した。

N 

実[的コミュ ー ケ ー シ ョ ン 首長力 一 菅若草会話 革 Z高〕
年 IJI1 2 3 5 6 1 2 3 

6 7 B 9 10 11 12 13 14 15 
2 3 2 3 2 3 

ヰミ• Ut告bせ 単陸l 2.キ単ヲ品ト量をを通して
. ~!勢 f シトネーン ヨ ン~t;rJ りなど基本的な先制の口J!rの特自主をとら λ 正しく

て単語を ei'l祉な 111羽で日町されたり読まれたりする英町を聞いて 人‘切な四分を

- 白快な口問で話されたり~まれたりする芸"1;'を Ilij __ て 且体的な |句'色を

-口問や jl~日などに適切に 【亡唱 じて

.0¥し手に同島返すなど して内界を正しく

汁 .，崩都.イントネーション.区切りなどJ.'i本的な英"の音声の特段l二冊 n， 11"::し〈発行して

-聞いたり 民んだ りしたょと しついて IH!容する

-凶l'、た 'J読んだ りし た乙と について.口比を述べ合う

ロロ • 話 す 尭 跨 ジェスチャ ー を まね て .つなぎJ躍を JJJ~ ， るなどいろいろな工夫をして日が続くよう に

.(1分的考 えや抗持ち などを聞き手ιiEL<伝わるように
q) e -.骨量を用いて シ'ェλチャ ーを 一一→英簡で ヨ

:医
司ねる H て 'ねる 尋ねる 自骨 ~Ut 量 現する

-文守'や符4}を同別 し "と閥的同切 1)>:':どに住江 して正 しく

-田]1.、たり読んだ りしたことについてメモをとる• ヨ

老子E
Lれまでの理理やジェスチャ で ellU，‘た1):"';:んだりしたことについて感想ゃな見ヰ:どを

三
- 臼分 の~えや気 持 も公どが 相 手に正し〈伝ねる よ うに

. 伝日ゃ手紙な ど で 読み手 に白分のな liiJが 正し く " わるように

-文字や符，C を .:uリ し~しく

."かれた11.1'&が表現されるように在日する

-世かれた内容を考えながらR読する

-物Ultや説明文な どの あらすじゃ k切な部分を

読む .，云円平手紙などか ら容さ干のfi向を滞解 L.必要に此 じて適切に正司じて

ド~

¥ーノ

コ 文 法 的 日本語にI!Iiて I監から星圏" ¥ 、

ュ 担金言語的 . 場面意識 ダイレクトに

ケ談話
eAlTtの園面を考H て ¥ 

ン 方略的

¥ ヨ

よ〆 cl":P".fのつなが j ピ 5-I~: して "1，.埋の を考日して

. 造語で(宮い副え) 、¥

力 - 闘 っている盟コか の I~ 週目しに (量闘し)

.二一仕日本E草tHて IU Jスチャ で [園力)
. 訴す」での相手の問題を知って(協力)

-‘， ，こ

発達時期
官 体 験的学 I習を宇b 

ー体系的学習
四 千 主 活・習量をの在l副庫I手応目じ的t宇に充身実 にせる付時期 け る 時期 ， a u n l  

車置EをEコT重し 持層Eの11やE生活年E園心 ;，話曲すE品年Eな喜E量 身にH同W止金u 現在生量に H つ
に 伴 う 学 〈 ι略国 理tHIIUI' 生田 を車Ho目 Eとして1 UMもの へtlめてい 〈略I I・ - 口分の気持ちゃ"の凶り つの 用| - 円分の気持らや身 qJI"1りので

l 体重助事ゲ自の111ム)i"・〉止遊してび位置付 1td，) 自分の気持ちゃ身の回りの できごと Lついての II.J荘 きごと についての内官

習の峨相 できごとについての内容 • 'j: 完 '"係を伝えたり~~'JIに . IJJ史問f系企伝えた り物4につ

いて判断したりした内容 いて判断 したり しと内容
的 変 化 ~つ- 一 • tl'ーな与えや宜見

とコミュニケー

V 研究の成果と課題

[ 1 研究の成果

〈本年度 (5年次) の研究における成果〉

O 子どもたちの発達段階や英語経験年数を踏まえ コミュニケーション能力を培う授

業創造の基本的な考え方を明確に示すことができた。

o -単位時間における授業の基本的な流れを具体化 し 授業中における教師の役割を

明確にすることにより 生きたコミュニケーションを楽しむ子どもの育成を目指した

授業を構築することができた。

〈シリーズ研究 (1~ 5年次)研究における成果〉

O 子ども一人一人が自ら積極的にコミュニケーションを図ろうとする姿がこれまで以

上に見られるようになってきた。

O これまでの研究内容を付加 し 全学年の新授業プランを作成することができた。

O 英会話授業における実践的コミュニケーション能力一覧表を再構成できた。

[2 研究の課題

O 小学生の発達段階に応じた四技能(，見る」活動との関連も含む。)

ション能力を今後も追究していくことが大切である O

O 新学習指導要領を踏まえた外国語活動における指導方法の改善も行っていきたい。

平成11年)
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1996年)
1995年)
1987年)

(東京書籍
(明治図書
(開隆堂
(東京書籍
(研究杜
(大修館書庖
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